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論文内容の要旨
ソフトウェアの品質改善、開発作業における生産性向上を目指し、多くのプログラム解析手法が提案されてきた。
しかし、既存手法は、解析精度の向上、特定の解析対象に特化した解析アルゴリズムの提案及びその実装を重視して
きたため、解析の効率、解析コストと解析精度のトレードオフ制御、解析情報の二次利用に対する配慮不足が問題と
なっている。
本研究では、プログラム静的解析に着目し、 1 )プログラムスライス、 2 )エイリアス、 3 )意味解析木それぞれ
の抽出における解析の効率化手法を提案し、実験的評価を行った。解析コストと解析精度のトレードオフ制御につい
ては 1 )、 2 )で、解析情報の二次利用については 3 )で考慮した。
まず 1 )で、プログラムスライスの抽出に利用するプログラム依存グラフに対し節点集約を適用し、節点数の減少
による解析の効率化手法を提案した。手法を評価する実験により、精度の低下を抑えたコスト削減が得られることを
確認した。また、解析コストと解析精度のトレードオフ制御を節点集約により実現したものであり、ユーザの要求に
応じた使い分けが可能である。
次に 2 )で、エイリアスフローグラフを用いた、オブジェクト指向プログラムに対するエイリアス解析手法を提案
した。実験により、ユーザの求めるエイリアスを効率良くかっ高い精度で抽出することが確認できた。新たな解析ア
ルゴリズムの定義や、既存の解析アルゴリズムの拡張も考慮、されており、複数の解析アルゴリズムを容易に使い分け
ることができる。
最後に 3 )で、 XML による意味解析木のデータベース化手法を提案した。実験により、データベース化による解
析手順の効率化が確認できた。また、応用アプリケーションの試作を行うことで、解析情報の二次利用の容易性も実
証された。
本研究で得られた知見により、プログラム開発環境において、プログラム解析技術の効果的な実現及びその適用が
可能となる。
論文審査の結果の要旨
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ソフトウェアの品質改善、開発作業における生産性向上を目指し、多くのプログラム解析手法が提案されている。
しかし、これまでの手法は、解析精度の向上、特定の解析対象に特化した解析アルゴリズムの提案及びその実装を重
視しており、解析の効率、解析コストと解析精度のトレードオフ制御、解析情報の二次利用への配慮不足が問題となっ
ていた。
本論文では、プログラムスライス、エイリアス、意味解析木それぞれの抽出における解析の効率化手法の提案及び
その実験的評価を行っている。また、各効率化手法の中で、解析コストと解析精度のトレードオフ制御、及び解析情
報の二次利用に関する議論がなされている。
まず始めに、プログラムスライスの抽出に利用するプログラム依存グラフに対し節点集約を適用し、節点数の減少
による解析の効率化手法を提案し、実験により精度低下を抑えたコスト削減の実現を確認している。コストと精度の
トレードオフ制御も考慮されており、集約の程度をユーザが操作可能である O
次に、オブジェクト指向プログラムに対するエイリアス解析手法を提案し、ユーザの求めるエイリアスを効率良く
かっ高い精度で抽出できることを実験により確認している。新たな解析アルゴリズムの定義や、既存の解析アルゴリ
ズムの拡張も考慮されており、複数の解析アルゴリズムを容易に使い分けることが可能である o
最後に、 XML による意味解析木のデータベース化手法を提案し、それを XML データベースとして実装し、提案
手法による解析手順の効率化を確認している。さらに、このデータベースを利用する応用アプリケーションの試作に
より、二次利用の容易性も証明されているO
以上のような本論文の内容は、プログラム開発環境において、プログラム解析技術の効果的な実現及びその適用を
可能とするものである o よって、本論文は博士(工学)論文として十分な価値があるものと認めるo
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